






なる意義 (Sinn) を有するのか。この “Freiwilligkeit” の意義をめぐる問い
について，わたくしはすでに論稿を発表し，ドイツで従来行われてきたよ
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nicht zum Ziele kommen, selbst wenn ich es )」が任意であり「私
は，たとえ為そうとしても,為し得ない (Ich kann nicht zum Ziele kommen,





























































































































































































































































































































































































































































































































































































あり，そこに合理的疑いが差し挟まれるのであれば，“in dubio pro reo”
によって任意性を肯定すれば足りるであろう。こうすることによって，客
観的基準の恣意性問題は被告人に有利な方向で解決されるのである。また，
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